
平 成 24 年 度

香川大学大学院教育学研究科（修士課程）学生募集要項

Ⅰ．専攻別学生募集人員

専 攻 専 修 募 集 人 員

学 校 教 育
学 校 教 育 ６人

（教育学，心理学，幼児教育）

特別支援教育 ３人

特別支援教育 特別支援教育コーディネーター
６人

(１年制修士課程)【注１】

国語教育・社会科教育・数学教育
理科教育・音楽教育・美術教育

教 科 教 育 27人
保健体育・技術教育・家政教育
英語教育

学校臨床心理 学校臨床心理 ９人

※募集人員は，Ａ日程～Ｃ日程の合計人数です。
※募集人員全体の３分の１程度を現職教員等（現に学校，官公庁，会社等に在職し
ている者のうち，平成24年３月31日現在で，３年以上の職務経験等を有する者）
の受け入れ枠とします。

Ⅱ．出 願 資 格
入学を志願することのできる者は，次の各号のいずれかに該当する者とします。

(１）学校教育法第83条第１項に定める大学を卒業した者及び平成24年３月卒業見込みの者

(２）学校教育法第104条第４項の規定により学士の学位を授与された者及び平成24年３月までに授

与される見込みの者

(３）外国において，学校教育における16年の課程を修了した者及び平成24年３月までに修了見込

みの者

(４）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国

の学校教育における16年の課程を修了した者及び平成24年３月までに修了見込みの者

(５）我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程

を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置

付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び

平成24年３月までに修了見込みの者

(６）専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修

了した者及び平成24年３月までに修了見込みの者

(７）文部科学大臣の指定した者及び平成24年３月までに指定した者に該当する見込みの者【注２】

(８）学校教育法第102条第２項の規定により他の大学院に入学した者であって，当該者をその後に

入学させる本大学院において，大学院における教育を受けるにふさわしい学力があると認めた

もの【注３】

(９）本大学院において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力がある

と認めた者で，22歳に達したもの及び平成24年３月31日までに22歳に達するもの【注３】

【注１】特別支援教育コーディネーター専修の出願資格は，上記出願資格(１)～(９)のいずれかに

該当し，かつ，平成24年３月31日現在で５年以上の勤務経験を有する現職教員又は特別支援教

育に関連する教育，福祉，医療等の機関に５年以上の勤務経験を有する者とします。

【注２】文部科学大臣が指定した者（昭和28年文部省告示第５号）に該当する者は，「教育職員免

許法による小学校，中学校，高等学校若しくは幼稚園の教諭若しくは養護教諭の専修免許状又

は１種免許状を有する者で22歳に達したもの」等です。



【注３】４ページの［Ⅳ．学力検査代替措置を希望する者及び出願資格(８)(９)により出願する者

の事前審査］を参照してください。また，外国において，学校教育における16年の課程を修了

していない者（例えば，３年制の大学を卒業しているような場合）は出願資格（９）により出

願する者に該当しますので,事前審査が必要です。必ず指定の期間までに事前審査の申請をし

てください。

Ⅲ．出 願 手 続
志願者は，出願書類等を一括し，本学所定の出願用封筒を用いて，下記出願期間中に提出してくだ

さい。

１．出願期間

Ａ日程 平成23年７月29日（金）～８月５日（金）

Ｂ日程 平成24年１月４日（水）～１月11日（水）

Ｃ日程 平成24年２月27日（月）～３月２日（金）

①持参の場合は，受付時間は９時～17時とします。（土日・祝日は除きます。）

②郵送の場合は，「簡易書留・速達」とし，最終日17時までの必着とします。

２．出願書類等の提出先

〒760-8522 高松市幸町１－１ 香川大学教育学部学務係

３．出願書類等

書類等の名称 摘 要 該 当 者

本学所定の用紙により作成してください。裏面の履歴も
入 学 願 書

忘れずに記入してください。

本学所定の用紙により作成してください。写真は，出願
受 験 票 ・ 写 真 票

前３ヶ月以内に撮影したものを貼付してください。
全 員

出身大学長又は学部長が作成し，厳封したもの
成 績 証 明 書 ※本学教育学部生（卒業生含む）は，厳封しなくても構

いません。

卒業（見込）証明書 出身大学長又は学部長が作成したもの

学 位 記 の 写 し 又 は 学位授与証明書は，大学評価・学位授与機構が作成した
学 位 授 与 証 明 書 もの

修了（見込）証明書 在籍する短期大学長又は高等専門学校長が作成したもの
出願資格(２)該当者

学士の学位の授与の申請 学士の学位の授与の申請を受理した旨の証明書は，大学
を受理した旨の申請書又 評価・学位授与機構が作成したもの。学士の学位の授与
は学士の学位の授与を申 を申請した旨の証明書は，在籍する短期大学長又は高等
請 し た 旨 の 証 明 書 専門学校長が作成したもの

学校教育・特別支援教育
研 究 分 野 調 書 ・教科教育専攻志願者

本学所定の用紙により作成してください。 (学力検査代替措置希望者を除く｡)

学校臨床心理専攻志願者のみ
研 究 概 要 調 書

(学力検査代替措置希望者を除く｡)

３年以上(平成24年３月31日現在)の職歴を有する者で，
研 究 業 績 調 書 学力検査の代替を希望する者は，本学所定の用紙により 現 職 教 員 等

作成してください。なお，研究業績については，｢Ⅳ.学 （学力検査代替措置希望者）

力検査代替措置を希望する者及び出願資格(８)(９)によ ※特別支援教育コーディネー

研 究 計 画 書 り出願する者の事前審査｣(４ページ）の注１を参照して ター専修は除く。

ください。

現に他の大学院に在学している者は，所属大学長又は研
大 学 院 在 学 者

究科長が作成したもの

受 験 承 諾 書 現に学校，官公庁，会社等に在職中で，現職のまま入学
しようとする者は，本学所定の用紙により，所属長が作 現 職 教 員 等
成したもの



本学所定の用紙により作成してください。
長期履修学生申請書 長期履修学生制度希望者

※Ⅺ．長期履修学生制度について（８ページ）参照

本学所定の用紙により作成してください。
小学校教員免許取得コー 小学校教員免許取得コー

※Ⅻ．小学校教員免許取得コースについて（８ページ）
ス・長期履修学生申請書 ス希望者

参照

外国人留学生として入学
在留資格を証明するもの 旅券の写し等

を志願する者

出願資格(８)(９)により
出願する者
※外国において，学校教

本学所定の用紙により作成し，各申請期限までに提出し 育における16年の課程
てください。 を修了していない者

入学資格審査申請書
※Ⅳ．学力検査代替措置を希望する者及び出願資格(８) (例えば，３年制の大
(９)により出願する者の事前審査（４ページ）参照 学を卒業しているよう

な場合）は，出願資格
(９)により出願する者
に該当します｡

３０，０００円
※入学願書と一連の「振込依頼書(入金票)」及び「領収
書」に必要事項を記入の上，Ａ日程は平成23年７月22
日(金)～８月５日(金)，Ｂ日程は平成23年12月26日
(月)～平成24年１月11日(水)，Ｃ日程は平成24年２月
20日(月)～３月２日(金)の間に金融機関（ゆうちょ銀
行を除く｡）の窓口で振り込んでください。その際，

検 定 料
必ず入学願書の「受付金融機関出納印」欄に押印を受

全 員
けてください。ただし，上記によりがたい場合は，香
川大学入試グループへご照会ください。(電話087-832
-1182）

※学力検査代替措置希望者及び出願資格(８)(９)により
出願する者については，事前審査の結果通知が到着し
た後，上記の各期限内に振り込んでください。

本学所定の封筒に自己の住所，氏名及び郵便番号を明記
受験票等送付用封筒

し，350円分の切手を貼付したもの

備考（１）提出書類のうち外国語で書かれたものには，日本語訳を添付してください。
（２）現職教員等とは，現に学校，官公庁，会社等に在職している者のうち，平成24年３月31日現在で，

３年以上の職務経験等を有する者をいいます。

４．そ の 他

(１) 出願書類等に不備がある場合は受理しません。また，出願後の記載事項の変更は認めません。

受理した出願書類等は返却いたしません。

(２) 受験票が，出願最終日より５日経っても到着しない場合は，教育学部学務係にお問い合わせ

下さい。

(３) 払込済みの検定料は次の場合を除き，いかなる理由があっても返還しません。

① 検定料を払い込んだが出願しなかった（出願書類等を提出しなかった又は出願が受理され

なかった）場合

② 検定料を誤って二重に払い込んだ場合

※ 上記①又は②に該当される方は，香川大学入試グループ（電話 087-832-1182）へご連絡

ください。

(４) 出願書類に記載された個人情報（氏名，生年月日，性別その他の個人情報）は，入学者選抜

及び合格通知並びに入学手続を行うために利用します。また，同個人情報は，合格者の入学後

の教務関係（学籍，修学指導等），学生支援関係（健康管理，奨学金申請等）及び入学料・授

業料に関する業務を行う目的をもって本学が管理します。

(５) 募集要項を郵送で請求するときは，返信用封筒（角形２号）に自己の住所，氏名及び郵便番

号を明記し，390円分の郵便切手を貼ったものを同封の上，「大学院教育学研究科(修士課程）

学生募集要項請求」と朱書し，教育学部学務係に請求してください。



Ⅳ．学力検査代替措置を希望する者及び出願資格(８)(９)により出願する者の事前審査
学力検査代替措置による受験を希望する者又は出願資格(８)(９)により出願する者は，事前審査を

しますので，出願書類一式（検定料は除きます。）を下記申請期限までに提出してください。

申請期限

Ａ日程 平成23年７月14日（木）17時まで

Ｂ日程 平成23年12月９日（金）17時まで

平成24年２月17日（金）17時まで
Ｃ日程

※学力検査代替措置は行いません。

①持参の場合は，受付時間は９時～17時とします。（土日・祝日は除きます。）

②郵送の場合は，「簡易書留・速達」とし，申請期限17時までの必着とします。

③審査結果は，Ａ日程：７月25日(月)，Ｂ日程：12月19日(月)，Ｃ日程：２月22日(水)頃

までに文書により通知します。

注１）学力検査代替措置による受験を希望する者は，出願書類一式に研究業績調書，研究計画書，

研究業績を併せて提出してください。

学力検査に代替しようとする研究業績は，入学を志願する専修の内容に関わるもの（①学校

教育専攻にあっては，学校教育（教育学・心理学・幼児教育）に関わる分野の業績，②学校臨

床心理専攻にあっては，臨床心理学に関する業績）で，何らかの形で公刊又は公開されたもの

であることを要します。公刊・公開予定の業績については，そのことを証明する書類を添付し

てください。

具体的には次のとおりとします。

①著書，公開された作品・公演（演奏会）等

②学会誌，研究機関等の研究紀要，その他商業誌等に掲載された論文

③文部科学省・県・地区等の研究発表会，その他教育・教科等の研究会における研究報告

又はその資料

④その他これに準ずるもの

提出していただいた研究業績については，返却いたしません。

注２）出願資格(８)(９)により出願する者は，入学資格審査申請書（本学所定の用紙）に記入の上，

出願書類一式を提出してください。

Ⅴ．障害等で受験上及び修学上特別な措置を必要とする入学志願者との事前相談
障害を有する等の理由により，受験上及び修学上特別な措置を必要とする可能性がある者は，出願

に先立ち，本学と相談してください。

相談の時期

Ａ日程 平成23年７月14日（木）17時まで

Ｂ日程 平成23年12月９日（金）17時まで

Ｃ日程 平成24年２月17日（金）17時まで

相談の方法

申請書（様式は任意，医師の診断書等添付）を提出することとし，必要な場合は，本学において

志願者又はその立場を代弁し得る者との面談等を行います。

①持参の場合は，受付時間は９時～17時とします。（土日・祝日は除きます。）

②郵送の場合は，「簡易書留・速達」とし，最終日17時までの必着とします。

なお，相談の内容によっては対応に時間を要することもありますので，できるだけ早い時期に相

談してください。特に，次表に相当する障害がある者については，申し出がなかった場合，受験上

の措置がとられない場合もありますので十分注意してください。次表から判断できない場合は，お

問い合わせください。



区 分 障 害 の 程 度

両眼の視力がおおむね0.3未満のもの又は視力以外の視機能障害が高度のもののうち，

視 覚 障 害 拡大鏡等の使用によっても通常の文字，図形等の視覚による認識が不可能又は著しく困

難な程度のもの

聴 覚 障 害
両耳の聴力レベルがおおむね60デシベル以上のもののうち，補聴器等の使用によっても

通常の話し声を解することが不可能又は著しく困難な程度のもの

・肢体不自由の状態が補装具の使用によっても歩行，筆記等日常生活における基本的な

肢体不自由 行動が不可能又は困難な程度のもの

・肢体不自由の状態が上記に掲げる程度に達しないもののうち，常時の医学的観察指導

を必要とする程度のもの

・慢性の呼吸器疾患，腎臓疾患及び神経疾患，悪性新生物その他の疾患の状態が継続し

病 弱 て医療又は生活規制を必要とする程度のもの

・身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度のもの

Ⅵ．選 抜 方 法
入学者の選抜は，学力検査，出願書類審査等の結果を総合して行います。

(１) 学力検査日

Ａ日程 平成23年９月10日（土）

Ｂ日程 平成24年１月28日（土）

Ｃ日程 平成24年３月10日（土）

(２) 学力検査場所 香川大学教育学部（高松市幸町１－１）

(３) 学力検査時間割

専 攻 専 修 外国語科目 専 門 科 目 口述試験等

学 校 教 育 学 校 教 育
9：00～10：00

特 別 支 援 教 育
13：30～

特別支援教育 特 別 支 援 教 育

コーディネーター

13：30～14：30（実技）
国 語 教 育

14：40～ 口述試験

社 会 科 教 育

数 学 教 育 13：30～

理 科 教 育 10：20～12：20

13：30～14：30（実技）
音 楽 教 育教 科 教 育 14：40～ 口述試験9：00～10：00

美 術 教 育

保 健 体 育

技 術 教 育
13：30～

家 政 教 育

英 語 教 育

学校臨床心理 学 校 臨 床 心 理

※国語教育専修の実技は書道のみ



(４) 学力検査科目

専 専 外 国 語 科 目 注① 専 門 科 目 口述試験等

攻 修 分 野 必 須 選 択 必 須 選 択 注③⑥

教育学 ・教育学

英 語
心理学 ・教育心理学(日本語 注②)

幼児教育 ・幼児教育学

・障害児教育学
・障害児心理学

特別支援教育 英 語 ・障害児病理学
＊２科目選択

特別支援教育 特別支援教育に関
コーディネーター する分野

・国語学 【実技】
英 語 ・国文学 専門科目で書道を
中国語 注④

国 語 教 育 国語科教育 ・漢文学 選択した者のみ（日本語 注②）
・書道

＊１科目選択
＊２科目選択

・歴史学 ・社会学
英 語

・地理学 ・経済学
独 語社会科教育 社会科教育 ・法律学 ・哲学

（日本語 注②）
・政治学 ・倫理学＊１科目選択
＊１科目選択

・数学基礎（代数学，
幾何学，解析学から
１科目選択)

数 学 教 育 数学科教育 ・数学教育，代数学，
幾何学，解析学から
１科目選択

英 語

・物理学
・化学

理 科 教 育 理科教育 ・生物学
・地学
＊１科目選択

【実技】
・音楽科教育Ⅱ ・音楽科教育
・音楽学 注⑤(ⅰ) ・音楽学音楽科教育Ⅰ

音 楽 教 育 ・器楽 ・器楽
注⑤(ⅰ) ・声楽 ・声楽

＊１科目選択 注⑤(ⅱ)
英 語 ＊１科目選択

(日本語 注②)
美 術 教 育 美術科教育

・体育学
・運動学

保 健 体 育 保健体育科教育
・学校保健
＊１科目選択

・情報
・電気技 術 教 育 技術科教育
・機械
＊１科目選択

・食物学
・被服学

英 語 ・家庭経営学
家 政 教 育 家庭科教育

・保育学
・住居学
＊１科目選択

・英語学
英 語 教 育 英語科教育 ・英米文学

＊１科目選択

英 語
学校臨床心理 臨床心理学(日本語 注②)

備考 ・口述試験は各専攻・専修で行います。国語教育専修（書道のみ）及び音楽教育専修は実技があります。

特
別
支
援
教
育

学
校
教
育

学
校
教
育

学
校
臨
床

心

理

教

科

教

育



注 ①外国語科目は，専攻又は専修ごとに出題し，辞書（電子辞書は不可）の持ち込みを認めます。

ただし，英語教育専修は辞書の持ち込みは認めません。

②外国人留学生として入学を志願する者は，専修によって，外国語科目を「日本語」に代替する

ことができます。

③外国人留学生として入学を志願する者については，口述試験の中で日本語の基礎能力をみます。

④国語教育専修の外国語科目については，母国語が中国語の場合は受験できません。

⑤(ⅰ)音楽科教育Ⅰは基礎的・一般的内容，音楽科教育Ⅱは専門的内容です。

(ⅱ)実技

《音楽教育専修実技試験細目》

音 楽 科 教 育 任意の楽器による簡単な自由曲，またはピアノによる簡単な弾き歌いのいずれか

音 楽 学 一方を選択し演奏してください。

任意の器楽曲を暗譜で演奏してください。
器楽（ピアノ・木管楽器)

ピアノ伴奏者が必要な場合は，受験者が同伴してください。

任意の声楽曲を暗譜で演奏してください。
声 楽

ピアノ伴奏者が必要な場合は，受験者が同伴してください。

※ 演奏時間は10分程度とし，途中で打ち切ることがあります。

※ 実技試験終了後に口述試験を行います。

⑥美術教育専修については，受験者が制作した作品又は作品の写真・説明資料を提出してくださ

い。（提出作品３点以内。作品は学力検査日に持参し，写真・説明資料は出願時に提出してく

ださい。）ただし，デザインに関して，受験者の申し出によっては，実技試験を行います。

Ⅶ．合格者の発表

Ａ日程 平成23年９月15日（木）午後４時

Ｂ日程 平成24年２月２日（木）午後４時

Ｃ日程 平成24年３月15日（木）午後４時

教育学部内掲示板に掲示するとともに，合格者へは合格通知書を送付します。また，本学のホーム

ページ上に合格者の受験番号を掲載します。なお，電話による照会には応じません。

【香川大学ＵＲＬ：http://www.kagawa-u.ac.jp/】

※ホームページ掲載は，本学の情報提供の一環として行うものであり，公式の合格者発表は教育

学部キャンパス掲示板，合格通知書にて行います。

Ⅷ．入 学 手 続
合格者は，平成24年３月26日（月），27日（火）に入学手続を完了しなければなりません。詳細に

ついては，合格者に別途郵送します。所定の期間内に入学手続を完了しない場合は，入学辞退者とし

て取り扱います。

なお，学生納付金については以下のとおりです。入学時及び在学中に学生納付金が改定された場合

には，改訂時から新たな納付金額が適用されます。

(１) 入学料 282,000円（予定）

払込済の入学料は，次の場合を除き，いかなる理由があっても返還しません。

①入学手続を行わなかった場合

②入学料を誤って二重に払い込んだ場合

(２) 授業料 前期分 267,900円（予定） 後期分 267,900円（予定）

前期分の授業料については，平成24年４月１日～４月30日までの間に納付してください。ま

た，希望により，前期分の納付の際に後期分も合わせて納付することができます。

(３) 入学手続を完了した後，何らかの事情で入学することができなくなった場合は，速やかに申

し出て，入学辞退の手続を行ってください。所定の入学辞退の手続を行わない場合は，平成24

年４月１日付けで入学したこととなり，授業料の債務（前期分）が発生しますのでご注意くだ

さい。



Ⅸ．大学院設置基準第14条に定める教育方法の特例措置について
本研究科における現職教員等に対する教育は，大学院設置基準第14条における教育方法の特例措置

により次のとおり行います。

履修方法として，第１年次は在職校等における勤務を離れて大学院での学業に専念し，修士課程修

了に必要とされる30単位のうち，22単位程度を取得し，第２年次は在職校等に復帰し，夜間及び夏季

・冬季休業中並びに特定曜日に通学して残りの単位を取得するとともに，修士論文の作成のための指

導を受けるものとします。

Ⅹ．昼夜開講制について
学校臨床心理専攻では，授業を平日（月～金）の８時50分から21時10分に開講しています。した

がって，夜間授業の６時限（18:00～19:30）及び７時限（19:40～21:10）の履修，土曜日，夏季・冬

季休業中及び必要に応じ指定した日時等の授業の履修によっても修了要件を満たすことができます。

ただし，実習を伴う科目は，科目の性質上，昼間のみの開講となっています。

学校教育専攻，特別支援教育専攻，教科教育専攻についても，夕方・夜間の５時限（16:20～17:50)

及び６時限（18:00～19:30）の履修，土曜日，夏季・冬季休業中及び必要に応じ指定した日時等の授

業の履修及び長期履修学生制度を活用することによって，職業等を継続しながら修了要件を満たすこ

とが可能です。

Ⅺ．長期履修学生制度について
長期履修学生制度の対象となるのは，職業を有している等の事情により，研究科の標準修業年限を

超えて，一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修することを希望する者です。

この制度では，２年間で設定されている教育課程を４年間を上限として履修計画を立て，長期履修

学生として在籍することが可能です。長期履修学生として認められた場合の授業料は，履修期間にか

かわらず，原則として２年間に支払うべき授業料総額を３年間又は４年間に分割して支払うことにな

ります。

長期履修学生制度の適用を希望する者は，出願時に，次の申請書類を提出することになります。

①長期履修学生申請書（本学所定の用紙）

②在職証明書等（様式は任意で，在職等が確認できる書類）

Ⅻ．小学校教員免許取得コースについて
１．本コースの概要

本コースは，大学院修士課程において３年間の長期履修学生制度を活用して小学校教諭免許状

を取得するコースです。大学院で学びながら，学部において開設している小学校教諭免許状の所

要資格を得るための授業科目を履修することにより，小学校教諭専修免許状の取得が可能となり

ます。学部レベルの教員養成カリキュラムを受講しながら，かつ修士レベルの高度な教育実践力

及び専門的な知識の習得を目指します。

２．履修方法・修業年限

本コースの受講を許可された者は，学部の授業科目と大学院の授業科目を履修するため少なく

とも３年間の在学期間を必要とします。このため，長期履修学生制度を適用し，大学院修士課程

における修業年限が３年間となります。

なお，修学途中で本コースの受講を中止することも可能ですが，その場合は標準の修士課程２

年の修業年限となります。

３．受講学生数

本コースの募集人員は，各専攻・専修で若干名です。

４．受講申請資格

本大学院に出願する者で，小学校教諭免許状を所持していない者です。同免許状を取得見込み

の者は申請できません。

５．受講申請

本研究科所定の「小学校教員免許取得コース受講・長期履修学生申請書」に必要事項を記入し，

出願時に提出してください。



６．受講可否の決定方法

受講の可否については，面接により決定します。教職への意欲等を重視します。

なお，受講が不許可になっても，本研究科の入学者選抜試験合格者の合格は取り消されません。

この場合は３年の長期履修ではなく，通常の修士課程２年の修業年限となります。

７．免許状取得要件

小学校教諭一種免許状を取得するための要件は，免許法の基準のみでなく，原則として，本学

の学部学生に対する要件と同じとします。

８．授業料

長期履修学生制度を適用するため，３年間在学しても授業料は２年間の通常の授業料負担とな

ります。また，小学校教諭免許状取得に必要な学部等の開設科目（教育実習を含む。）の履修に

関わる授業料は徴収しません。

．総合教育実践研究コースの履修について
本コースは教育学研究科と香川県教育委員会，公立の協力校及び附属学校園との連携協力のもとに，

教育学研究科学生の協働的資質，教育実践力，実践研究力などを育成しようとするものです。履修す

る学生は協力校（現職教員は置籍校）又は附属学校園において教育実践を課題として実践と研究を行

い，修士論文を作成します。本コースの履修は，入学後指導教員等と相談の上で選択することになり

ます。また，本コースを修了した者に対しては，修了証が交付されます。ただし，特別支援教育コー

ディネーター専修の学生は本コース履修の対象者にはなりません。

．臨床心理士の受験資格取得について（学校臨床心理専攻希望者）
学校臨床心理専攻は，(財)日本臨床心理士資格認定協会から臨床心理士養成の指定大学院２種に認

定されています。この専攻の修了者で，同協会の定める必修科目（実習科目を含む），選択必修科目

の単位を取得し，修了後，病院，児童相談所等において１年以上の心理臨床経験を積んだ者は，臨床

心理士の受験資格を得ることができます。

なお，学校臨床心理専攻における実習科目は，「Ⅹ．昼夜開講制について」の項に記してあります

ように，科目の性質上，昼間のみの開講となっています。

．出願に関する照会等
出願に際して，問い合わせ等がありましたら，下記にご連絡ください。

〒760-8522 高松市幸町１番１号 香川大学教育学部学務係

電話 087-832-1411

なお，郵便の場合は，所定の郵便切手を貼付し，宛名を明記した返信用封筒を同封してください。



教育学研究科の概要

■学校教育専攻

・教育学 生涯学習を視野に入れながら，初等・中等教育を中心に，教育活動，学習活
動の本質を理解するとともに，学校，家庭，地域社会において教育の諸問題
を解決する方途を探求する能力を育成する。

・心理学 個人，学級，学校，地域という各水準から捉えた児童・生徒の発達，学習，
適応などに関する心理学の実証的知見をもとに，教育と発達を心理学の視点
から再分析し，組み立て直してみる機会を提供するとともに，新たな教育実
践力を育成する。

・幼児教育 人間の生涯にわたる発達と教育を視野に入れつつ，幼児の心理や発達，幼児
教育の目標や内容，教育計画や方法，制度や歴史について専門的に研究し，
優れた実践的指導力を育成する。

■特別支援教育専攻

特別支援教育専修 ・障害児教育学，障害児心理学，障害児病理学に関する高度な教育，研究を
基礎に捉えて，教育科学としての特別支援教育に関する総合的かつ高度な
研究能力を育成する。

・特別支援教育に関する教育課程，学習指導，教材，授業法等の研究を通し
て，高度な研究実践力を育成する。

・特別支援教育諸分野における教材・教具の活用及び開発の能力を修得させる｡

特別支援教育コー ・児童生徒の特性理解と発達アセスメント，学習と行動の支援方法，個別の
ディネーター専修 指導計画の作成，学校における支援体制作り，教員と保護者へのコンサル

テーションの領域を中心に，特別支援教育コーディネーターに必要不可欠
な知識を習得させる。

・演習と実習に重点を置き，高度な実践能力を育成する。
・児童生徒のアセスメント方法，学習や行動の支援方法，指導教材開発の実
践的な能力を習得させる。

■教科教育専攻

国語教育専修 ・国語学，国文学，漢文学及び書道の各分野における高度に専門的な研究を
基盤に捉え，それらを国語教育の立場から総合的に修得させる。

・地域的特色を研究と教育に生かし，それを基とした新しい教材開発を推進
する。

・国語科教育として必要な，高度な理論的研究能力と教育実践力の育成を図る｡

社会科教育専修 ・歴史学，地理学，法学・政治学，経済学，社会学，哲学・倫理学の各分野
に関する高度な教育・研究を基盤に据え，教育科学としての社会科教育に
関する総合的かつ高度な研究能力を養成する。

・社会科教育に関する教育課程，学習指導，教材研究，授業研究等を通し
て，高度な教育実践力を養成する。

・社会科教育諸分野における教材・教具の活用及び開発の能力を修得させる｡

数学教育専修 ・代数学，幾何学，解析学，応用数学の各分野における専門的研究を探すと
ともに，数学教育の立場から文化としての数学を考究する。

・学校数学についての理論的研究能力と教育実践力を総合的に育成する。
・数学科教育に関する教育実践力の向上を図り，数学教育の進展に寄与し得
る指導的人材を養成する。

理科教育専修 ・物理学，化学，生物学，地学の各分野に関する高度な教育・研究を基盤に
捉え，教育科学としての理科教育に関する総合的かつ高度な研究能力を養
成する。

・理科教育に関する，教育課程，学習指導，教材研究，授業研究等を通し
て，高度な教育実践力を養成する。

・理科教育諸分野における教材・教具の活用及び開発の能力を修得させる。

音楽教育専修 ・音楽科教育学，器楽，声楽，音楽学等の各分野から選択して専門的な研究
を行う。

・音楽科を担当する教員に求められる専門的技量と知見及び授業開発能力の
高度化を基に，教育実践力と教科の諸課題に対応できる豊かな研究能力の



向上を図り，広く音楽教育の進展に寄与し得る人材を育成する。
・生涯学習の時代を迎え，音楽教育を通して，地域の芸術・文化の向上に貢
献できる人材を育成する。

美術教育専修 ・絵画，彫刻，工芸，デザイン等の各分野に関する教育・研究を基盤に捉
え，美術科教育に関わる内容を深め，美術科教員として必要な教育実践力
の向上を図る。

・美術科教育に関する学習指導，教材開発研究，授業研究等の諸問題を高度
な教育と研究を通して解明し，美術教育の進展に寄与し得る指導的人材を
養成する。

・美術科教育の内容を深め，人間の尊厳の精神を養い，芸術文化への深い洞
察力を修得させる。

保健体育専修 ・体育学，運動学，学校保健の各専門分野に基盤を置きながら，保健体育科
教育学に関する理論と実践の学習を通して，保健体育科教員として必要な
教育実践力の向上を図る。

・学校体育に関する教育実践力と理論的研究能力の育成を図りつつ，学校体
育に関わる諸問題を高度な教育・研究を通して解明し，保健体育教育の進
展に寄与し得る指導的人材を養成する。

・体育，スポーツ，健康諸科学の最新の研究成果を基に，それら個別科学領
域の統合化を図りながら，保健体育科教育の内容を深める。

技術教育専修 ・情報化社会に対応し得る情報教育の基礎を養うための教育内容及び方法を
研究する。

・電気，機械（木材加工を含む。），情報の各分野に関する高度な専門的知
識及び方法論を技術教育の立場から総合的に把握させることを目指す。

・地場産業ないし地域産業を考慮した新しい教材を開発し，自主的に教材を
編成できる能力を身につけさせ，技術教育に関して高度な教育実践力と理
論的研究能力の育成を図り，技術教育の進展に寄与し得る指導的人材を養
成する。

家政教育専修 ・食物学，被服学，家庭経営学，保育学，住居学の各分野に関する高度な教
育・研究を基盤に据え，教育科学としての家庭科教育に関する総合的かつ
高度な研究能力を養成する。

・家庭科教育に関する，教育課程，学習指導，教材研究，授業研究等を通し
て，高度な教育実践研究能力を養成する。

・家政教育諸分野における教材・教具の活用及び能力を修得させる。

英語教育専修 ・英語学，英米文学の分野における高度に専門的な研究を基にして，英語教
育に関する総合的かつ高度な研究能力を養成する。

・英語科教育に関する諸問題を教授法分析，教材研究，授業研究等の観点か
ら通時的，共時的に考究することによって高度な研究・実践能力を養成する｡

・英語科教員としての実践力の向上を図り，指導的立場に立って英語教育を
推進し得る人材を養成する。

■学校臨床心理専攻

学校臨床心理専修 ・いじめや不登校といった教育臨床的諸問題，虐待や家庭内暴力といった福
祉に関わる問題，一般成人の対人関係にまつわる悩みや適応上の問題など
に対応できる臨床心理士を養成することを目的として，臨床心理学，臨床
生徒指導学，学校教育実践学，教育心理学，発達心理学，特別支援教育や
教育学，医学に関わる科目で構成されている。これに合わせて，教育，医
療，福祉を含め，年齢層も子どもから成人までと多様な臨床心理実習が経
験できるように，学内の心理臨床相談室が整備され，病院や児童相談所と
いった学外の臨床心理関連施設での実習の場が確保されている。

・昼夜開講制を行うことで，現職の教員，医療や福祉領域で働く専門家，社
会人などにリカレント・リフレッシュ学習の場を提供し，心理臨床家とし
ての専門的技能を有した人材を養成し，地域の「心のケア」に貢献するこ
とを企図している。

・日本臨床心理士資格認定協会により定められた必修科目（実習科目を含
む），選択必修科目を修得し，さらに大学院修了後，１年以上の心理臨床
経験を積んだ者は，臨床心理士の受験資格を得ることができる。

・学校心理士（または学校心理士補）の受験資格を得るために必要な，教育
心理学，発達心理学，臨床心理学，生徒指導・進路指導等の授業科目が用
意されている。



本研究科において取得できる免許状

取 得 で き る 免 許 状
専 攻 名 専 修 名

種 類 教 科 等

小学校教諭専修免許状

中学校教諭専修免許状
国語，社会，数学，理科，音楽，美術，
保健体育，技術，家庭，英語

学校教育専攻 国語，地理歴史，公民，数学，理科，音
高等学校教諭専修免許状 楽，美術，工芸，書道，保健体育，家

庭，工業，英語

幼稚園教諭専修免許状

特別支援教育専修
（特別支援教育領域：知的障害者，肢体

特別支援教育専攻 特別支援教育コー 特別支援学校教諭専修免許状
不自由者，病弱者）

ディネーター専修

小学校教諭専修免許状

中学校教諭専修免許状 国語
国語教育専修

高等学校教諭専修免許状 国語，書道

幼稚園教諭専修免許状

小学校教諭専修免許状 社会

社会科教育専修 中学校教諭専修免許状 地理歴史，公民

高等学校教諭専修免許状

小学校教諭専修免許状

中学校教諭専修免許状 数学
数学教育専修

高等学校教諭専修免許状 数学

幼稚園教諭専修免許状

小学校教諭専修免許状

理科教育専修 中学校教諭専修免許状 理科

高等学校教諭専修免許状 理科

小学校教諭専修免許状

中学校教諭専修免許状 音楽
音楽教育専修

教科教育専攻 高等学校教諭専修免許状 音楽

幼稚園教諭専修免許状

小学校教諭専修免許状

中学校教諭専修免許状 美術
美術教育専修

高等学校教諭専修免許状 美術，工芸

幼稚園教諭専修免許状

小学校教諭専修免許状

中学校教諭専修免許状 保健体育
保健体育専修

高等学校教諭専修免許状 保健体育

幼稚園教諭専修免許状

中学校教諭専修免許状 技術
技術教育専修

高等学校教諭専修免許状 工業

小学校教諭専修免許状

家政教育専修 中学校教諭専修免許状 家庭

高等学校教諭専修免許状 家庭

中学校教諭専修免許状 英語
英語教育専修

高等学校教諭専修免許状 英語

小学校教諭専修免許状

中学校教諭専修免許状
国語，社会，数学，理科，音楽，美術，
保健体育，技術，家庭，英語

学校臨床心理専攻 国語，地理歴史，公民，数学，理科，音
高等学校教諭専修免許状 楽，美術，工芸，書道，保健体育，家

庭，工業，英語

幼稚園教諭専修免許状


